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操作して不都合がありましたら odftex@ybb.ne.jpへ連絡下さい。 
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*Ver1.03Y  2014/08/09 Euler 角度入力に対応 

*Ver1.04Y  2014/10/06 Disp3DTriclinic2 で表示 
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１．概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ系では表記方法が２種類、直行座標系表記に２種類ある。 

   この相互変換を１画面で行えるソフトウエアを提供する。 

   結晶法図との連動(Ver.1.02以降) 

２．表記方法 

 Ｍｉｌｌｅｒ Ｎｏｔａｔｉｏｎ（３ Ａｘｉｓ Ｎｏｔａｔｉｏｎ） 

 Ｍｉｌｌｅｒ－Ｂｒａｖａｉｓ Ｎｏｔａｔｉｏｎ（４ Ａｘｉｓ Ｎｏｔａｔｉｏｎ） 

３．直交座標系 

  ｘ：［１００］、   ｙ：［１－２０］、 ｚ：［００１］ 

        ｘ：［２－１－１０］、ｙ：［０－１１０］、ｚ：［０００１］ 

   

  

  ｘ：［２１０］、   ｙ：［０１０］、     ｚ：［００１］ 

      ｘ：［１０－１０］、ｙ：［－１２－１０］、ｚ：［０００１］ 

   

 

 



４． ３Ａｘｉｓ ４Ａｘｉｓ変換式 

 ３軸―＞４軸変換 

   Ｐｌａｎｅ｛ｈｋｌ｝ｔｏ｛ＨＫＬＩＬ｝ 

  Ｈ＝ｈ 

  Ｋ＝ｋ 

  Ｉ＝－（ｈ＋ｋ） 

  Ｌ＝ｌ 

   Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜ｕｖｗ＞ ｔｏ ｛ＵＶＴＷ＞ 

  Ｕ＝（２ｈ－ｋ）／３ 

  Ｖ＝（２ｋ－ｈ）／３ 

  Ｔ＝－（ｈ＋ｋ）／３ 

  Ｗ＝ｗ 

 ４軸―＞３軸変換 

   Ｐｌａｎｅ｛ＨＫＩＬ｝ ｔｏ ｛ｈｋｌ｝ 

  ｈ＝Ｈ 

  ｋ＝Ｋ 

  ｌ＝Ｌ 

   Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ ＜ＵＶＴＷ＞ ｔｏ ＜ｕｖｗ＞ 

  ｕ＝Ｕ－Ｔ 

  ｖ＝Ｖ－Ｔ 

  ｗ＝Ｗ 

 

  Ｅｕｌｅｒ角度からＭｉｌｌｅｒＩｎｄｅｉｃｅｓ変換 

  

  

 

 Φ＝０の場合、ψ１＋ψ２が計算されるが、単独には計算されません。 

 手入力による変更は可能にしています。 

 

 

 

a/c 



５．ソフトウエアの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥HexaConvert.jarを起動 

  

  は直行座標系の切り替え 

 入力モード切り替え 

  

  はＭｙＩＣＤＤ登録で 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの名称を表示、選択で軸比変更が可能 

  

 軸比の入力（１．６２５でマグネシウム用である） 

 はＥｕｌｅｒ角度が定まらない場合のφ２角度指定 

 は、Ｅｕｌｅｒ角度計算と軸変換を行う。 

 軸指数変換時、指定指数が赤色に変わる事があります。（直行条件が崩れた場合） 

  ＣａｌｃでＥｕｌｅｒ角度が赤色に変わる場合、Φ＝０でφ１＋φ２のみ計算されている時で 



 でφ２を指定して下さい。 

６． 計算例 

６．１ (0001)[10-10]の場合 

  

 Ｅｕｌｅｒ角度が Input ψ2 Anglesが赤色なっているので を確認 

  

 ４軸で(0001)[10-10]を計算した場合、Euler角度は（０，０，０）であり 

 ３軸表記では(001)[210]である事分かります。 

  B->Aに変更してｃａｌｃ 



  

 で確認 

  

 である事が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 



６．２(01-13)[2-1-10]の場合 

  

 で 

  

 ３軸表記で(013)[100]であり、Euler角度は(0.0,32.024,30.0) 

 ３軸表記に切り替えて、再計算しても値は変わりません。 

  

 



７． Option機能、ｈｋｌ、ｕｖｗのｌｉｓｔ表示 

 

で<100>に対する{hkl}の listを表示 で{013}に対する<uvw>を表示 

     

   

      

 

     

 

も 

同様に で{hkil}に対する<uvxw>  で{uvxw>に対する{hkil}を表示 

    

 

８．Ｅｕｌｅｒ角度入力 

  

 Ｅｕｌｅｒ角度を入力し、Ｃａｌｃで３指数、４指数表記計算を行う。 

 

 

 Ｅｕｌｅｒ角度入力では本来、実数のMillerIndicesが計算されるが、整数のMillerIndicesでは 



 Ｅｕｌｅｒ角度と一致しない。 

 例えば、Euler角度{50,50,50}で計算したMillerIndicesは以下であるが、 

   

  計算されたMIllerIndices で再計算した Euler角度は異なります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９． Ｄｉｓｐ３ＤＴｒｉｃｌｉｎｉｃ２との連動 

  

Ｃａｌｃで計算した結果の結晶方位図を表示する 

Positionは、結晶方位図画面の表示位置 

 Dispsize は、表示画面のサイズ 

 BG Corrは、表示画面のバックグランドの色、黒と白の選択 

 Linesize は、表示画面に使用している線幅 

 

  

 A,Bの選択で、Atype と Btypeの表示切り替え 

  

 ３指数、４指数を切り替える。 

 



Atype の３指数     Atype の４指数 

  

 

Btype の３指数     Btype の４指数 

   

変わるのは、X軸と Y軸、Aと Bでφ２Euler角度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Atype と BtypeのＥｕｌｅｒ角度φ２に関して 

   

 

    

    

 

 Ｂｔｙｐｅ－＞ＡＴｐｔｅ 

  Ｅｕｌｅｒ角度φ２に関して 

  ＡＴｙｐｅ＝ＢＴｙｐｅ－３０である。 

  

 

 

(-124)[210] 

(-12-14)[10-10] 

(114)[1-10] 

(11-24)[1-100] 

(114)[1-10] 

(11-24)[1-100] 



本ソストウエアで確認 

 Btype の(-124)[]210]で Calc－＞(0.0,38.432,0.0)が得られる 

  （通常は、ｈｋｌは全てマイナス指定ではなく、プラスを指定する） 

  

 

Btype の(0.0,38.432,60.0)で Calc ――＞(114)[1-10]が得られる 

 

ATypeの(0.0,38.432,30.0)で Clac――＞(114)[1-10]が得られる 

 

 

 

 

 



１０．ψ1が９０度以上の場合 

  

  

  

(135,45,45)から(13-46)[-5143]が 

得られる 

(13-46)[-5143]から 

(135.61,47.757,43.9)が計算されます 



１１．繰り返し同一データの使用 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙなどで使用する場合、同一物質画面が必要になります。 

    選択せずに同一物質を表示させるには、物質をｓａｖｅさせて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．極点図のｃｒｅａｔｅ 

 方位から極点図の作成を行う。 

  

極点図ｃｒｅａｔｅ 

 

 

 

 



１２．１ Ｈｅｘａｇｏｎａｌの対称性 

  Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは、３指数と４指数表現があるが、対称性を考えると４指数が適している。 

     極点図作成では４指数を取り込み、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃで表現する。 

 ｛１１２｝極点図をＴｒｉｃｌｉｎｉｃで表現すると 

  

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで 

  

 とした。 

 内部計算は［チタンおよびチタン合金の集合組織］井上博史氏の４指数から直交座標 

 （ｈｋｉｌ）［ｕｖｔｗ］から（ＨＫＬ）［ＵＶＷ］に変換し方位計算を行った。 

  

 極点図表示に使用したデータは、 

 ＣＴＲ￥ｗｏｒｋ￥ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐホルダに保存されます。  

    Ｃａｌｃで削除されます。      


